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１ 校内での非常事態

（１） 傷病伝染病等

① 原則 「緊急度の判断」 「迅速な対応及び連絡」

② 傷病への対応 ①～③は学級担任が行なう優先順位

連絡

①隣のクラスへ協力者要請 ・救急車要請・救急車誘導 ・教委へ報告

②負傷者の応急手当・観察

緊急度の判断基準

③家庭連絡

連絡

・現場へ救急物品持参

・負傷者の応急手当・観察

・AED使用 → 次ページへ

①連絡 判断 教室で観察

保健室で観察

帰宅させて観察

②状況報告 ・救急処置

受診病院の確認 連絡 医療機関へ

③連絡 連絡

・タクシー要請

学級担任 協力者 事務室・職員室

保健室
家 庭

校長・教頭

事
故
発
生

学級担任 保健室

家 庭 医療機関

校長・教頭 事務室・職員室

意識喪失の持続

ショック症状の持続

けいれんの持続

激痛の持続

多量の出血

骨の変形のひどい時

大きな開放創

広範囲の火傷

その他
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③ 伝染病への対応

感染予防計画立案、実施

臨時休業・出席停止等の指示 学校としての対策

健康観察・保健指導の強化 家庭への指導・調査

施設の消毒

助言 報告

必要に応じて臨時の健康診断実施

報告

患者疑発生
学級担任

健康観察

欠席調査

養護教諭

（疫学的調査）

学校医

保健主事

校長

保健所

教育委員会

校内関係者

家庭通知
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１３

（２） 水難（プール）事故

① 原則 「引き上げる」 「迅速な対応」

② 対応

教員A 教員Ｂ 教員 Ｃ（複数）

溺れかけている場合 溺れている

（沈んでいる）場合

① 引き上げる 水上に顔を出す 他の児童の対応

安静体位 気道確保 （全員上がらせる） ①救急車要請

校長・教頭・保健室へ電話連絡 （一般℡から １１９）

児童を校庭へ移動させる。 （携帯から １１９）

②校長・教頭へ連絡

③家庭へ連絡

④現場へ急行（数名）

ＡＥＤ持参

② けがの確認 すぐに意識の確認 他の児童の対応 ・掌握 引き上げの補助

（頸椎損傷の有無の ＊水中で行う。引き上げ 毛布用意

確認） ることに時間を費やさ （状況に応じて駆けつけた教員と

（あれば安静にして ない 対応をかわってもよい。）

救急車を待つ）

③ 保温 呼吸の有無の確認

（なければ人工呼吸・

移動中も）

④ 水からあげたら循環の確認 心肺蘇生の協力

（なければ心臓マッサージ）

※ＡＥＤ使用

⑤ 救急車が来るまで心肺蘇生 事故の様子の確認・目撃者の確認

を継続。

⑥ 意識、呼吸が回復したら 他の児童への指示

安静体位。 保温。

＊水を吐かせることに時間 ＊命に関わるような緊急を要する ＊連絡を受けたら、１名

備 を費やさない。 場合は、自己の判断において救 は救急車要請、校長等

考 ＊もし吐いたら直ちに顔を 急車をすぐに要請する。 へ連絡する。後数名は

横に向ける。（首にけがの 現場へ急行する。授業

疑いがあるときは体ごと ではない職員はできる

横に向ける） だけ、職員室にいるよ

うにする。

③ その他

・プールの指導は 必ず二人以上 で行う。何かあったときのため、分担を決めておく。

・休み中のプール指導も上記に対応に沿って行う。
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（３） 災 害 （火災・地震・風水害）

① 原則 「児童の安全保障」 「学校防護」

② 対応
＊ 発見者は児童に避難の指示をするとともに事務室に連絡

ア 授業中の場合
・本部の指令（緊急放送：教頭）

出火場所・風向き・避難場所・事後の行動など必要最低限の事項を確認して
指示を出す。非常ベルは１０秒間鳴らす。

・避難開始
「行動開始」の合図があったら、担任はそれをふまえて状況を判断し、児童
に避難方法の指示を与えて、行動を開始する。

・避難場所
第一避難場所「校庭中央（学年別プレート順に）」
第二避難場所「西側職員駐車場」（「下小川西農道」）

※専科・少人数の授業の場合は、専科が校庭まで児童を誘導し、その後担任に引
き渡す。

イ 休み時間の場合
・児童は放送をよく聞いて、指示に従いそれぞれの場所から最も近い避難所に向
かう。避難指示で安全な避難経路を判断し避難する。

・避難場所では学級ごと男女各一列に整列し「児童掌握係」の点呼を受ける。
・避難誘導係は校舎内残留児童の有無を確認する。

③ 避難誘導系図（避難経路は各教室に掲示）
指令 （本部）
↓

指示 （担任） ・窓を閉める ・カーテンを開ける
・身支度（帽子、ハンカチ）

↓ ・出席簿を持ち出す

教室から廊下へ ・静かに歩く ・落ち着いて ・低い姿勢で
↓ お・は・し・も

出口、非常口
↓

避難場所 ・点呼、人員確認 ・報告（担任→学年主任→教頭→校長）
↓

次の指令

④ 災害における「児童出席簿」の取り扱いについて
・原則として学級担任は「児童出席簿」を持ちだし、人員の掌握に使う。
・確認ができたら学年主任に預け、学年主任は学年全体の掌握をする。

＊ 上記② ③は火災を想定したが、地震・風水害もこれに準ずる。

⑤ 集団下校
集団下校が必要な場合は、緊急連絡網で保護者に連絡する。
下校は地区担当者が引率して行うことを原則とする。
年度はじめに地区ごとに集団下校のグループをＰＴＡ校外の方に作成していただ
き、名簿を作っておく（地区子ども会係がリードし、各地区担当が作成する）。

⑥ 保護者への引き渡し
災害等で下校の安全確保ができない場合は、緊急連絡網で保護者に連絡し、学校に

迎えに来てもらう。

地震の時の心得
自分の命は自分で守る

(自分で考えて行動する)

○落ちてこない

○たおれてこない 場所に

○動いてこない 避難する



（４）不審者侵入
①   原則　「連絡する」　「児童との距離をおく」

②　対応（関係者以外の学校への立ち入り）
ア．はじめの対応

立ち入りの正当な理由なし

退去しない

イ．緊急事態発生時の対応

ある

隔離できない

いる

ウ．事後の対応等

③　その他

　イ．原則として対応２からは校長の指示による。
　ウ．毎月１日の安全の日等を利用し、職員による確認と訓練を行う。

　ア．上記対応１～４までのいずれの対応を行うかは状況により判断する。どの場合であっても大
声を出す、（使える教室は）校内電話、笛を使うなどの方法で速やかに事務室へ連絡する。

チェック１ 不審者かどうか ・声をかけて身分を尋ねる。不審な場合近くの職員に声をか

け可能な限り複数で対応する。

対応１ 退去を求める

チェック２ 危害を加える恐れはないか

対応２ 隔離・通報する

・教職員へ緊急連絡

・暴力行為抑止と退去の説得（集合職員）

対応３ 児童の安全を守る

・防御・移動阻止（集合職員）

・全校連絡

チェック３ 負傷者がいるか

対応４ 応急手当などをする

・救急隊到着までの応急手当（養護教諭）

対応５

事後の対応や措置をする(校長・教頭・教務会）

・事件・事故対策本部発動

・情報の整理と提供

・今後の方針・体制など

・教育委員会指示伝達

・学校長指示伝達

・職員会

・今後の方針及び体制の確認

・全校集会での指導

・保護者等への説明（緊急ＰＴＡ集会）

【児童の安全を守りながら】

・大声を出す。助けを求める。不審者の動向確

認

①携帯電話で１１０番通報。そのまま所在を大声

で知らせるか、児童に手渡し連絡させる。

②校内電話、または大声にて事務室へ連絡

（場所・不審者の数・凶器・負傷者の有無など）

③電話がない場合

笛（ピー・ピー・ピーと間を開けて３度）で近く

≪笛の音が聞こえた場合≫

授業者→児童の安全を図り待機

授業者以外→現場へ急行

≪放送にて連絡≫

※「○○に不審者がいます。対応をお願

いします。」

授業者→児童の安全を図り待機

授業者以外→合流しながら現場へ急行

【全校連絡・避難誘導の合図】

○教室等での待機

「○○に不審者がいます。全員教室で待

機しましょう。」

→授業者は窓等施錠し、廊下側の戸が開

かないようにする。

○避難の開始

「○○に不審者がいます。先生の指示を

聞き、校庭へ避難しましょう。」

→全員校庭へ避難する。

「○○に不審者がいます。先生の指示を

－１５－
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２ 校外での非常事態

（１） 学校管理下での事故

行事 －旅行、遠足等のしおりに緊急事態への対応を具体的にのせておく。

校外学習－まず学校へ連絡 「Ⅰ校内での非常事態」に準ずる。

＊ 常に携帯電話を持ち歩くこと

登下校時－連絡を受けたら学級担任・学年主任は事故現場（又は病院、警察署、

児童宅など）に駆けつける。学年主任は学校との連絡を取り合う。

不審者の情報が入り、緊急対応が必要と判断したときは、警察、教育

委員会へ通報し現場に急行し情報処理と整理にあたる。

※通学路地図に、学校へ向かうか、家庭や公民館などの避難場所に向かうかの境目を家

庭で記入する。

※登下校時に大地震が発生した場合の対応・・・PTA緊急時対応マニュアルより

◎登校中に大地震が発生した場合

・登校してきた児童の確認→名簿に記入し、校長（教頭）に報告

・緊急打ち合わせ会を開き、対応を決定（臨機応変な対応）

・避難場所確保、児童待機

・登校していない児童の所在・安否確認、救出→名簿に記入し、校長（教頭）に報告

※地区担当職員が調査に行く。

※家庭でも学校に児童の所在・安否を知らせたり、確認したりする。

授業の打ち切り・続行の検討 諏訪市教育委員会の指示

【授業打ち切りの場合】 集団下校・・・緊急連絡網、メールで保護者に連絡

引き渡し・・・学級連絡網

防災無線（JAの放送）で連絡

学校 家庭

通学路の安全確認

安全が確認された場合 危険な場合（道路陥没、ブロック塀、電柱倒壊等）

↓ ↓

集団下校（職員引率） 保護者へ引き渡し（学校へ保護者が迎えに来る）

※学校の電話は各家庭の連絡には使えない。

※保護者に引き渡したら、名簿に時刻を記入

※留守家庭の児童は、学校に待機するか、親戚や近所で責任を持って保護

※保護者に引き渡すまでは、安全な場所で保護する。（校庭に避難場所設置）

※児童クラブとの連携
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（２） 学校管理下外の事故

・連絡を受けた職員は、校長に報告し指示を仰ぐ。

・校長は関係職員に対応を指示する。

（３） 職員の事故

・事故に遭った、または事故を起こした場合は直ちに校長（学校）に連絡する。

＊負傷者のいる場合は、まず、その救助にあたる。

児童が加害者（被害者）の場合・・・・・

当該学級担任 学年主任 生活指導主事 教務主任 教頭

・事実の確認と報告 ・情報収集

・事後指導の方向 ・事実確認

・保護者との連携 ・指導の方向協議決定

・事象の背景と理解 ・外部への報告準備

・観察と事後指導

学校長 → 渉外
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４ 地震防災規定（地震防災応急計画）

警戒宣言発令時の対策

（目的）
第１条 この計画は，大規模地震対策特別措置法（大地震法という）の趣旨に基づき，地

震予知情報，警戒宣言が発令された場合の防災上の必要な事前措置等の事項を定め，
地震発生時の被害の未然防止及び軽減を図ることを目的とする。

（職員への伝達）
第２条 防火管理者は，地震予知情報，警戒宣言の発令を知った場合は，職員に対し発令

の旨を知らせ計画による措置をとるように指示する。

（自衛防衛組織）
第３条 地震予知情報，警戒宣言が発令された場合，自衛消防組織及び任務を編成替えし，

別表の通り定める。

（情報収集及び伝達）
第４条 防火管理責任者は，情報の収集及び周知等を重点に行い，収集した情報を職員

に伝達する場合は，混乱を生じないよう事前に用意した別記文例を活用して行う。
情報の収集及び伝達を行うときは，電話の使用を極力避ける。

（安全保障）
第５条 発令後，職員，児童に対して情報を知らせるとともに，児童の安全確保の指示を

する。

職員の退勤は，応急措置対策後周辺の混雑状況を十分に把握し，混乱に巻き込まれ
ないよう行う。

（予防措置）
第６条 防火管理者及び職員は，発令時に平常時の震災予防措置に加え次の対策を行う。

（１）窓枠，外壁等 地震で落下しやすいものの補修，補強
（２）校舎内にある設置してある物件の転倒，落下防止措置
（３）避難上必要な設備，防火区画，防火戸等の検査
（４）消防施設等の点検

（出火防止）
第７条 発令時，火気使用設備器具等の使用は中止する。

（訓練及び教育）
第８条 防火管理者は，応急措置の対策に関する訓練及び教育を避難訓練にあわせて実施

する。

（防災資機材の準備）
第９条 地震に備え次の物を準備する。

１，ハンドマイク ２，ヘルメット ３，トランジスタラジオ
４，懐中電灯 ５，緊急用医薬品 ４，担架

付則 この規定は，平成１４年４月１日から施行する。
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別表

自 衛 消 防 隊 編 成 表

〈 〉は警戒発令時の任務

通報連絡係 〈情報収集係〉
（ 教 頭 ）
（ 教務主任 ）
（ 教 務 ）

搬 出 〈広 報 係〉
（ 専 科 ）
（ 事 務 ）

自衛消防隊長 （ 栄養士 ）
（学校長） （ 司 書 ）

（ 庁務員 ）

避難誘導係 〈退避誘導係〉
（ 学級担任 ）

＊学年主任以外は消火係を兼ねる

応急救護係 〈応急措置点検係〉
（ 養護教諭 ）

情 報 収 集 係 テレビ等により警戒宣言発令に関する情報の収集

広 報 係 放送等により職員，児童に情報を知らせる。

応急措置点検係 地震発生時被害の防止及び軽減のための対策（建物，火気使
用機器具，湯沸かし器等の点検）

退 避 誘 導 係 児童の安全確保と誘導避難


